拝啓　寒さもいっそう厳しく感じられるこの頃ですが、お変わりなくお過ごしでしょうか。
このたび、高橋様が思いがけず交通事故に遭われ、ご入院中と伺い、大変驚き、また案じております。
幸いにも命に別状はなく、少しずつ快方に向かわれているとのことを伺い、胸をなでおろしております。

とはいえ、突然の事故によるお怪我やお疲れが癒えるには、まだお時間を要されることと存じます。
どうぞ今は焦らず、十分な治療と休養に専念なさり、少しでも早くお元気なお姿を拝見できますように心よりお祈り申し上げます。

これまで通りのお仕事や生活に戻られるにはまだご不自由も多いかと存じますが、どうか無理をなさらず、周りの方々にお任せになって、しっかりとお身体をいたわってください。

一日も早いご快復をお祈りしつつ、取り急ぎ書中にてお見舞い申し上げます。
​敬具


令和〇年〇月〇日
〒123-4567 〇県〇市〇町〇　九八七-六五四
〇〇 〇〇
